
公表期間　平成29年3月24日（金）～平成29年4月24日（月）

市立川西病院事業新経営改革プラン(案)

修正対比表



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項目 修正理由

【案５ﾍﾟｰｼﾞ】
パブリックコメント意見番号317を踏まえ、適
切な表現に改めます。

【案６ﾍﾟｰｼﾞ】
パブリックコメント意見番号314、315を踏ま
え、趣旨を明確にした適切な表現に改めま
す。

【案9ﾍﾟｰｼﾞ】
市議会からの意見を踏まえ、適切な表現に
改めます。

【案10ページ】
パブリックコメント意見番号174などを踏ま
え、公立病院の担うべき役割について、具
体的な表現に改めます。

【案12ページ】
市議会からの意見を踏まえ、適切な表現に
改めます。

（２）今後の検討事項
「したがって、今後の市民病院の施設整備に向けては、国からの支
援を受ける財源確保が必要であることから、再編・ネットワーク化の
取り組みを行うとともに、前掲したア、イ、ウに掲げた経営形態のメ
リット、デメリットを踏まえて、川西市にとって最も適した経営形態の
見直しを早急に検討します。」

（２）今後の検討事項
「したがって、今後の市立川西病院の施設整備に向けては、国から
の支援を受ける財源確保が必要であることから、再編・ネットワーク化
の取り組みを行うとともに、前掲したア、イ、ウに掲げた経営形態のメ
リット、デメリットを踏まえて、川西市にとって最も適した経営形態の見
直しを早急に検討します。」

（２）再編・ネットワーク化に係る留意事項
イ 地域包括ケアシステムの構築
「公立病院にあっては、介護保険事業との整合性を図りつつ、在宅
医療に関する役割、住民の健康づくりの強化にあたっての具体的
な機能、緊急時における後方病床の確保などについて検討してい
かなければなりません。」

（２）再編・ネットワーク化に係る留意事項
イ 地域包括ケアシステムの構築
「市立川西病院にあっては、介護保険事業との整合性を図りつつ、
在宅医療に関する役割、住民の健康づくりの強化にあたっての具体
的な機能、緊急時における後方病床の確保などについて検討して
いかなければなりません。」

パブリックコメント時
※　　　　　：今回削除となった部分

パブリックコメント・市議会意見を受けた修正案
※　　　　　：今回追加となった部分

エ 事務スタッフの充実
「病床利用率の向上、診療科ごとの収益分析、医薬品の購入方法・
価格交渉などについて、病院関係者をコントロールして最適化を図
ることができる専門性の高い人材がおらず、十分な取り組みができて
いない状況です。」

（２）課題解決の手段　ア
「手術件数の増加を図り、外科系医師の確保につなげます。」

４ 経営形態の見直し
（１）経営形態の見直しの方向性
「さらに、病院が抱える40億円を超える累積債務の解消と毎年10億
円以上の補助金が必要となっています。そのため、市立川西病院が
公立病院として、小児、周産期、救急などの不採算医療や高度・先
進医療を継続的に担っていくという役割を果たしつつ、健全な経営
を行い、将来にわたっても市民の医療の安全・安心を確保するため
には、民間的経営手法の導入等、抜本的な解決策を講じることが必
要となっています。一方で、阪神北圏域に属する伊丹市、宝塚市と
の連携や猪名川町、豊能町、能勢町から何らかの協力を求めていく
ことが必要となります。民間的経営手法の導入等の観点から行う経
営形態の見直しに関し、考えられる選択肢は次のとおりです。」

エ 事務スタッフの充実
「病床利用率の向上、診療科ごとの収益分析、医薬品の購入方法・
価格交渉などについて、病院関係者をコントロールして最適化を図
ることができる人材がおらず、十分な取り組みができていない状況
です。」

（２）課題解決の手段　ア
「手術件数の増加を図り、外科系医師の魅力の向上につなげま
す。」

４ 経営形態の見直し
（１）経営形態の見直しの方向性
「さらに、病院が抱える４０億円を超える累積債務の解消と毎年１０
億円以上の補助金が必要となっている現状を考えると抜本的な解
決策を講じることが必要となっています。そのため、市立川西病院
がその役割を果たしつつ、健全な経営を行い、将来にわたっても市
民の医療の安全安心を確保します。一方で、阪神北圏域に属する
伊丹市、宝塚市との連携や猪名川町、豊能町、能勢町から何らか
の協力を求めていくことが必要となります。経営形態の見直しに関
し、考えられる選択肢は次のとおりです。」


